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ベゼ ク リク出土 ソグ ド語 ・ウイグル語

マ ニ教徒 手紙文

吉 田 豊 ・ 森 安 孝 夫

第一章 導論

1.は じめ に

中華人民共和国新彊ウイグル自治区の トゥルファン盆地にあるベゼクリク千

仏洞は仏教遺蹟 として有名である.し か し,そ の石窟寺院のいくつかは,実 際

にはマニ教=仏 教二重窟,す なわち本来マニ教窟だったものを仏教窟に改修し

たものである.こ の事実は,1986～1987年 度の三菱財団人文科学研究助成金並

びに1990年 度の文部省科学研究費補助金によって行なわれた我々の現地調査に

おいて確認され,ま た森安孝夫 『ウイグル 罵マニ教史の研究』(『大阪大学文学

部紀要』31/32合 併号,1991,別 刷:京 都,朋 友書店,1991)第1章 で実証的

に詳論されている.

ところで,吐 魯番文物管理所は1981年 にベゼクリク千仏洞を発掘調査 し,新

たに8件 のソグド語 ・ウイグル語の手紙文を発見 していた.こ れらの手紙文は

いずれもマニ教徒 に関係するものであ り,そ の中央アジア史研究上の重要性

は,そ れらが中華人民共和国の一級文物(国宝)に 指定されていることからも知

られる.我 々は上記の現地調査に際 してこれらの文書を瞥見 ・調査する機会を

得ていたが,国 宝級の文物資料を外国人である我々が中国側研究者に先んじて

研究発表することは許可されなかった.そ こで我々は1988年5月 に新彊ウイグ

ル自治区文化庁の許可のもと,文 書所蔵機関である吐魯番文管所 と協議書を交

わし,こ れらの文書を中国側研究者 と共同で研究 ・出版することとした.

その後,日 本側 と中国側が個別に研究を進め,日 本側は1996年 に最終原稿を
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中国側へ送付 した.し かし中国側の研究者 ・出版社の事情から刊行は予定より

大幅に遅れ,よ うやく今年(2000年)1月 に 『吐魯番新出摩尼教文献研究』(北

京,文 物出版社.以 下『研究』と略す)と して出版されることとなった.カ ラーの

ものも含めて,予 想以上に美麗な図版が付けられたのはまことに幸いであった.

『研究』には吉田によるソグ ド語の手紙のテキス ト・翻訳 ・訳注 ・語彙,森 安

によるウイグル語の手紙のテキス トと翻訳以外に,関 係の専論 として榮新江の

「摩尼教在離 的初劇:柳 洪亮の「雌 翻 金。北区寺院是摩尼寺嘱ll吉田の

(1)榮 新 江はこの論文の注釈(p.216,n.1)で 看過 し得ない見解を示 している.ま ず,ベ

ゼクリクの最も有名なマニ教窟である現38窟(グ リュンヴェーデル編号の第25窟)

の5つ の銘文を森安がマニ教壁画と直接 に関連づけた(『マニ教史』pp.18-24参 照)の

に対 し,榮 新江はそれらの銘文の年代を壁画より晩いとするのである.し かし,tapm驚

qyaと い う人名が2度 現われることと(銘 文③,⑤),そ れが記された位置から判断し

て,壁 画を描いた当初から存在したとする森安の考えを改める必要はないと考える.

また榮新江によれば,1996年 にこの窟を訪問したP.0.Skjaerv¢ 氏が,森 安のいう銘

文④(正 面の壁画の下方にある朱色の帯の中に見えるもの;『 マニ教史』p.20参 照)の

文字について,ト ウムシュク語を表記する北道のブラーフミー文字に似ていると指摘

したという.し かし,銘 文④がウイグル文字であることも一目瞭然であり,Skjaerv¢ 氏

の指摘は全 くの誤解である.確 かに個々の文字が,一 字一字別々に縦書きされている

ことは奇妙だが,銘 文⑤や森安 『マニ教史』Pl.XIVに 掲 載されたアルファベット表に

見られるように,類 例がないわけではない.何 よりも,ウ イグル文字ウイグル語で確

実に解読 ・解釈で きる以上,あ えてブラーフミー文字に結びつける必然性は全くな

い.こ こから得られる教訓はむしろ,Skjaervφ 氏のような優秀な研究者でさえ,銘 文

の文字について誤った判断を下すことがあるということであ り,こ の種の銘文の判読

がどれほど難 しいかということでもある.判 読 しにくい文字を我々研究者が,自 分に

なじみの深い文字 と判断してしまうという危険性があることを常に念頭に置いておか

なければならない.[吉 田]

(2)中 国の晃華山氏は,森 安が トゥルファンにおけるマニ教=仏 教二重寺院の存在を指

摘 した『マニ教史jを 発表した約1年 後から,ト ゥルファン盆地の仏教遺蹟中には極め

て多数のマニ教窟がベゼクリクのみならず トヨク石窟やセンギム石窟などにもあ り,

それはマニ教研究史上屈指の発見であるという大々的キャンペーンを中国国内のマス

コミを通 じて開始する一方,『 マニ教史』の成果を曲解 した論文を発表 し始めた.し か

しなが ら,森 安によってマニ教=仏 教二重寺院と確実に証明された トゥルファン盆地

内の石窟寺院はべゼクリク石窟寺院中の第38窟(グ リュンヴェーデル編号の第25窟)

と第27窟(グ リュンヴェーデル編号の第17窟),及 び高昌故城の α寺院遺蹟だけで

あった.も ちろん,ベ ゼクリクにはなおい くつものマニ教窟が存在した可能性を指摘

し,そ の有力候補として第35窟(グ リュンヴェーデル編号第22窟)と 問題の8件 の/

(136)



「柏孜克里克摩尼教粟特文書信的格式」が含まれている.さ らに森安と侯世薪に

よる古文書学的情報 をまとめた「新出摩尼教書信文献文書情況一覧表」と吉田に

よる「柏孜克里克千佛洞出土的粟特文佛経残片」が各々付録1及 び2と して末尾

に添えられている.日 本語の原稿 を中国語に翻訳 したのは柳洪亮氏であった.

ただし,刊 行 された『研究』には二つの大 きな問題が残 ることとなった.第 一

の問題は,文 書のローマ字転写テキス トの誤植である.第 二の問題は,文 書テ

キス トの日本語訳文が中国語 に翻訳された際,必 ずしもその文意が正確 に伝え

られていないことである.こ れらの問題は,ソ グド語 ・ウイグル語の転写に際

して特殊な文字を多用する必要があるにもかかわらず,我 々自身による校正の

機会は吉田担当部分の中文訳の一部を除いて与えられなかったことに起因す

る.翻 訳出版という事情では不可避とはいえ,こ れらの問題 を未解決のままに

放置することは学問的には好 ましくない.

これら二つの問題 を同時に解決するには,我 々が用意 した原稿 を日本語版 と

して提出することが最も容易である.そ こで本稿では,『研究』で我々が担当 し

た部分のうち,最 重要と考えられるソグ ド語とウイグル語の手紙のテキス トと

/マ ニ 教 徒 手 紙 文 が 見 つ か っ た 第65窟(グ リ ュ ン ヴ ェ ー デ ル は未 発掘 ゆ え編 号 な し)と

を挙 げて お いた(『マ ニ 教 史 』pp.28-29).さ らに吉 田 は,ベ ゼ ク リ クの 第8窟 も明 らか

に マ ニ教 窟 であ る こ と を マニ 文 字 銘 文 の 存 在 か ら実 証 した(吉 田豊 「新 彊 維 吾 圷 自治 区

新 出 ソ グ ド語 資 料 」「内 陸 ア ジ ァ 言 語 の研 究 』6,pp,58-59).し か しなが ら,ト ヨ ク石

窟 や セ ンギ ム石 窟 にマ ニ 教 窟 が 存 在 した こ と を,文 字 資 料 に よ らず 図 像 学 的 観 点 の み

か ら主 張 す る晃 氏 には,我 々 は賛 同 で き ない.『 研 究 』に収 め られ た セ ンギ ム 石 窟 に 関

す る柚 洪 亮 氏 の 論 文 は,こ の 点 で 我 々 の 見 方 に きわ め て 近 い もの で あ る.ま た,ト ヨ

ク石 窟 につ い て も,既 に 山 部 能 宜氏 に よ っ て ク リ ア な晃 説 批 判 が行 な わ れ て い る.C£

N.Yamabe,"Thehnplica廿onsoflhe"Manichean"cavesatToyok,Tu血n,forlheorig血ofthe

G麗απw〃 ゴαη8訥oμ露π8ノ'Ih:D.Tokunaga(ed.),ACo溺p7ε ゐθπ∫∫vθ∫餌4y(ガ1～θππyo,Kyoto

l997,pp.280-250(revcrsepaghla並on).な お,森 安 は1998～1999年 の在 外 研 究 中,ロ ン

ドン大 学 のSOASと ベ ル リ ン科 学 ア カ デ ミ ー にお い て 講 演 を行 な った 際,こ の 問 題 に

も触 れ,晃 華 山 氏並 び に ドイ ッの 故 ク リ ム カ イ ト教 授 が トゥル ファ ンに多 数 の マ ニ 教

窟 が存 在 す る と主 張 して きたの は行 き過 ぎで あ る旨 の コ メ ン トを した.CfT.Moriyasu,

"T』eWesIUighurKjngdomandTun -huangaroundthelOlh-lhhcentudes ."Bθr∫ch'θ麗履

肋 加 η認娚8θη48ア8〃 伽 一3用π48〃伽r8∫50乃8勲48海8虎r既 ∬8〃50ゐψ η8,2000,血pless.

[森 安]
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翻訳を発表することにした.文 書の写真や注釈などについてはなお,日 中合作

の『研究1に依拠する必要があるが,ソ グド語の手紙の解釈,ウ イグル語の手紙

のテキス トと解釈 については,今 後は本稿を参照 して頂 くよう希望する.な お

本稿 だけを読んで も,件 の8通 の手紙に関する研究経過や歴史的背景がある程

度理解 されるように配慮 して,『研究』の記事 とい くらか重複することを顧み

ず,こ こに出版までの経過を説明し,さ らに 「新出マニ教徒手紙文の内容 と価

値」並びに「出土地点と文書番号の変遷」なる項目も加 えることにした.ま た,

最終原稿提出後新たに発表された論文や,こ の間に得られた新知見は補注とし

て追加 しておいた.

ついでながら付言すれば,ソ グド語の手紙文の内容に関するい くつかの間題

については,吉 田が別に稿を改めて論ずる予定である.ま た森安はここに収め

られた手紙 も含めて,世 界各国に散在するウイグル語の手紙文書についての総
くヨラ

合的な研究(仮 題 『ウイグル文手紙文書集成』)を準備 しつつある.本 稿 におけ

るウイグル語手紙文のテキス ト転写は,将 来の総合的研究の準備として,『研

究』に提示 したものに若干の改訂を加えたものである。本稿では特に欧米の研究

者の便宜を考えて,そ の新 しい転写方式 と,若 干のテキス ト注とを英語で掲載

する.

2.新 出マニ教徒 手紙文の 内容 と価値

『研究』並びに本稿の対象 となった8件 の文書は,中 央 アジアのマニ教徒が残

したほぼ完全な手紙であ り,3件 は現在では死語 となっているソグド語の手紙

(手紙A,B,C),5件 は古代 ウイグル語の手紙(手 紙D,E,F,G,H)で ある.出

土地点はべゼクリク千仏洞第65窟[次 節参照]の 仏教窟内壁の裏側であるとい

われているので,多 分ここもマニ教窟を仏教窟に改修 した二重窟であったと思

われる.現 在 これらは吐魯番文管所(=吐 魯番博物館)に 所蔵されている.

(3)Cf森 安 孝 夫 「欧 州 所在 中 央 アジ ア出 土 文 書 ・遺 品 の調 査 と研 究 」r東 方 学jg9,2000,

pp.125,131-132.
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以下に,8件 の手紙につき,お およその内容を,文 書番号順に列挙する.ち

なみにマニ教徒は五階級に分かれ,第 一位は慕閣(モ ジャーク),第 二位は払多

誕(ア フターダーン),第 三位は黙契悉徳(マ ヒスタク),第 四位の一般僧侶は阿

羅緩(ア ルダーワーン)で,そ の下にいる俗信徒である褥沙膨(ニ ゴーシャーグ)

が布施によって僧侶階級全体の生活を支えている.全 マニ教世界は12の 教区に

分割 され,各 教区に慕閣が1人,払 多誕が6人,黙 契悉徳が30人 いることに
くの

なっている.ベ ゼクリクの手紙文(A,B)に 現われる慕閣は,「東方(教 区)の 慕

閣」と呼ばれており,手 紙に現われるその他のマニ教徒 もこの教区に属すると考

えられる.

手紙A[81TB65=1】135行,ソ グ ド文字,ソ グ ド語.あ る地方のマニ教団

の長である払多誕シャフルヤール ・ザーダグから,高 昌Qoこo地 方のべゼクリ

クにいて西 ウイグル王国全体のマニ教 団を統括 している東方教区の慕閣マー

ル ・アリヤーマン ・プフルに宛てられた新年の挨拶文.慕 閣に対 しては最大級

の賛辞が送られる外,冬 の首都高昌にいるウイグル王 とその一族,そ'し てさら

に慕闇を取 り巻 く払多誕以下の高級僧侶から俗信徒代表に至る教団関係者に対

しても,挨 拶がなされている.差 出人である払多誕の周囲にはテギン(王子)の

称号を持つ人物 を始めとするウイグル貴族がいるので,手 紙の発信地もウイグ

ル王国の重要な地方であったにちがいな く,そ の候補の筆頭は天山北麓にあっ

た夏の都 ビシュバ リクである.こ の手紙 と次の手紙Bに は,直 径約5cmの 丸

い朱印が押捺されている.手 紙Aで は,紙 縫 と行下げがある部分に,2箇 所ず

つ押捺 されている.印 影 は,円 形の内側 を4本 の線で区切り,中 央にできた正

方形の中には人の顔 らしいデザイン,そ の周 りの4個 の円弧には文字らしいデ

ザインが見える.し かしどちらも十分鮮明ではないので,確 実ではない。

手紙B[81TB65=2]79行,ソ グ ド文字,ソ グド語,Tudh城 のマニ教団の長

である払多誕マーニー ・ワフマンから,手 紙Aと 同じ慕閣に宛てられた手紙.

やは り慕閣に対 しては最大級の賛辞が送られるほか,マ ニ教徒にとって最も大

(4)詳 し く は森 安 『マ ニ教 史」pp.71-72参 照.
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く　　

事な月である十二月(これを戒月という)と正月元旦に果たした宗教上のお勤め

の具体的内容を報告 している.日 付は正月六 日月曜 日である.こ の手紙には6

箇所に朱印が押捺 されている.そ れらは,行 下げがある部分 と,そ れ以外の場

所に適当に散らばって捺されていて,そ のあり方は手紙Aと は少しく異なって

いる.印 影は手紙Aの ものとほぼ同じであるが,中 央の正方形の中のデザイン

は明瞭で,人 の顔が確認できる.こ れは類例から判断して,マ ニの顔であった

と考えられる.残 念なが らここでも4つ の円弧の中の文字 らしきものは判読で

きない.

手紙C【81TB65:3】29行,ソ グ ド文字,ソ グ ド語.シ ャーフ ・ウイスプフ

ルからフワル ・ザーダグ宛ての手紙.差 出人の上には教団の第三階級に当たる

マヒスタクがいることが書かれているので,差 出人は第四位の一般僧侶であろ

う.

手紙D【81TB65=4】23行,ウ イグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.ウ イグ

ル語の手紙の定型的挨拶文を多 く含み,キ ャラヴァンで往復するバイ ・アルス

ラン尊長 というマニ教僧侶のメッセンジャーが登場する.非 宗教的な純粋の商

業書簡とはいえないかもしれないが,前 近代においては僧侶が商業に従事する

のはごく普通にあることである.い ずれにせよ,キ ヤラヴァンに手紙や商品 ・

贈答品などを託す先駆的郵便制度があり,一 般商人のみならず教団関係者 も大

いにそれを利用 したことが窺える重要な史料である.古 代チュルクの諺が引用

されているようであるが,ttirk6tiではなくtdirtikbtiと読みとったのはウイグル文

字文献では恐 らく初めてのことであり,未 だ推測の域を出ていない.

手紙E【81TB65=5】30行,ウ イグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.ウ イグ

(5)戒 月 に つ い て は,次 の2論 文 を 参 照.森 安 「ウ イ グ ル 文 書 筍 記(そ の 二)」 『内 陸 ア ジ

ア 言 語 の 研 究 』5(1989),1990,pp.81-88;T.Moゴyasu,"OnξheUighurδx諏p∫ αyandthe

spread㎞gofM㎜ichaeism血toSou止 舳a."h:R.E.E㎜edck,W.Sunde㎜ ㎜ 組dP.

Zieme(eds.),∫ 伽4ゴαMα η∫o加 ごcα.1V.1η'6rη4'ごoηα'θrκoη8rθ ∫∫zμ 〃τルfα〃'c乃薦5〃 初5,Bθr伽,

14.一18.」 〃'1997,(BedchteundAbhImdlungenderBer㎞ 一BrandenburgischeAkademieder

Wissensc卜af㎏n,Sonderband4),Berlin2000,AkademieVerlag,pp.430-440.
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ル語の手紙の定型的挨拶文 を多 く含み,か つマニ教徒独特の挨拶の文句を持

つ.内 容 は宗教的なのか商業的なのか,迷 うところであるが,18行 目に「供養

像」という語が見えるので,マ ニ教団に関わる用件 も問題になっていることは閤

違いない.

手紙F【81TB65:6】33行,ウ イグル文字,半 楷書体,ウ イグル語,差 出人

はラーイマス ト・ムルワー ・シャーハーンチというマニ僧で,受 取人 も「聖なる

尊長」の称号 を持つマニ教の高僧 と思われる.マ ニ教徒の手紙独特の挨拶の文句

を含むが,内 容は商業上の取引が主になっているのか,そ れともマニ教団で使

う物資の調達に関するものなのか決定できない.

手紙G【81TB65=714行,ウ イグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.ク トル

グ王子というウイグル貴族 よりインチュ ・タシュ尊長 と呼ばれるマニ僧宛ての

手紙 キーワー ドはバシュ ・オゲ城 またはパルス ・オング城.バ シュは「頭」,

オゲは高官の称号,パ ルスは「虎」,オ ングは「母」の意味であるが,中 央アジア

に適当な都市を比定で きない.

手紙H【81TB6538】7行,ウ イグル文字,半 楷書体,ウ イグル語.テ ユズ

ン ・テングリム ・タルカン宛ての手紙 タルカンという有名な称号が男性だけ

のものではなく,女 性にも使われることを証明 していて興味深い.

一般に トゥルファン出土文書は何語あものであれほとんどが断片であるが
,

今回の手紙文は洞窟の特殊な場所に秘蔵 されていたため,ト ゥルファン文書 と

しては破格に保存状態が良いうえに,8件 中6件 が長文である.マ ニ教徒の手

紙文がこれだけまとまって出土 したことは世界的に見ても異例であり,そ の内

容は勿論,テ キス トの発表 自体に非常 に大きな意義がある.

以上8件 の手紙はいずれも西ウイグル王国時代(9～13世 紀)の ものであ り,

森安が解明した トゥルファンに於けるマニ教の盛衰の歴史を参考にすれば,10

世紀頃に遡るものと判断できる.そ のことによって次のようなことが指摘 され

る.

言語学的には,既 に死滅 したソグ ド語の資料が大幅に増 えるだけでな く,ソ
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グド語 としては最 も遅い時期に属する10世 紀前後の実態が従来にも増 して明ら

かになって くる.例 えば支配者の言語であるウイグル語の影響が,公 的なもの

より私的な手紙 に強 く現 われていることなどは,社 会言語学的にみても興味深

い現象である.ま た,類 似の手紙が断片として トゥルファンの他の遺蹟から出

土 してお り,今 回の研究対象となった完本と比較することによって,そ れらの

理解が飛躍的に発展す る.特 にウイグル語については類似の手紙が同時期の

トゥルファン ・敦焼両文書群の中からも相当数抽出 ・発表されてお り,書 式な

どの比較を通 じて従来の不明部分が解明されるのである.

また,歴 史学的にも,10世 紀の西ウイグル王国とマニ教団との関係,マ ニ教

団 ・マニ教徒の日常的活動(宗教儀礼 ・信仰生活,遠 隔地商業など)に関する情

報 を伝 えるもので,第 一級の史料的価値をもつ といえる.

3.出 土地点 と文書番号 の変遷

『研究』並びに本稿で扱 うマニ教徒の手紙の出土地点は,ベ ゼクリク千仏洞第

65窟 である.そ の第65窟 とは,『研究』の前言,p.2に 指摘されているように

『中國新彊壁書全集6伯 孜克里克 ・吐硲溝」(中國美術分類全集),藩 陽 ・烏魯

木齊,遼 寧美術出版社 ・新彊美術撮影出版社,1995,p。ll,Hg.10に 見えるそれ

である.こ こで注意 していただきたいのは,ベ ゼクリク千仏洞の窟番号は,か

つてグリュンヴェーデル(独),ス タイン(英) ,オ ルデンブルク(露)ら が与え

たもののみならず,新 中国になってからも何度も改編され,時 に大きな混乱を

生 じていることである.い ま問題 となっている第65窟 は,1990年 代半ば以降

に吐魯番地区文物管理所 によって付けられた最新編号によるものであ り,8件

の文書 には現在,81TB65:1～81TB65:8と いう文書番号が付けられている.

このうち81は1981年 出土を意味 し,TBはTur6an,Baz猫kの 略号であ り,65

が窟番号である.し かし,1980～1981年 のべゼクリク発掘を最初に報 じた吐魯

番地区文物管理所 「柏孜克里克千佛洞遺趾清理簡記」(『文物』1985-8,pp.49-65)

では我々の手紙文8件(当 該論文中では全て 「粟特文」とされる)の 出土場所は
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第21窟 となってお り,柳 洪亮 「柏孜桐里克石窟年代試探」(『敦煙研究』1986-3,

pp。58-67)でもそれと同じであった.一 方,我 々が最初にこれらを調査 した時点

での文書番号は81TB60:1～81TB60:8と なっていた.す なわちその時点で

は,出 土場所は第60窟 と呼ばれていたのである.1991年 に出版された吉田:豊

「新彊維吾圷自治区新出ソグ ド語資料一一1990年 調査旅行報告一一」(『内陸ア

ジア言語の研究』6,pp57-83)のp.63,並 びに森安 『マニ教史』のPLXVIIbの

図版説明中で言及 した文書番号はいずれ もこれに依拠 している.し かし,森 安

が 『マニ教史』を執筆中の1990年 に中国より届いた新彊維吾ホ 自治区博物館

(編)『新彊石窟 吐魯番伯孜克里克石窟』(新彊人民出版社,上 海人民美術出版

社,1989)に は,ま た新 しい石窟編号が掲載されていたので,『マニ教史』のFig.

1と してそれを転載 した,cf『 マニ教史』pp.940&n.4,p.28&n.86.そ こでは

この窟は第02窟 となっていた.吉 田,前 掲論文,p.58&n.5,p.63&n.17で も

この事実に注意を促 し,今 後はこの編号こそ拠るべきものと予測 した.と ころ

が実際にはこの予測は覆され,そ の後にまたもや石窟編号の改変があったので

ある.こ のようにめまぐるしい石窟編号の変遷の事情は,何 度中国側にこれを

尋ねても要領を得なかったが,い ずれにしても件の手紙文書の出土地点が同一

の洞窟を指 している点では矛盾がない.こ の窟は,観 光客としてベゼクリクを

訪れた場合,駐 車場から最初に下 りでい く階段 を下 りきった所の左手に,ほ と

んど破壊 された形で3つ 並んでいる石窟の一番手前の窟である.

これらの手紙文書が発見された具体的な位置については,森 安と吉田は別々

の情報を得ている.と もに情報源は発掘当時の吐魯番文管所所長であったアジ

氏である.森 安は第65窟(旧 第02窟)の 隣接する第64窟(旧 第03窟)側 の内

壁の裏側であると聞 き,吉 田は第64窟(旧 第03窟)の 側壁の小 さな穴の中に

差 し込んであった と聞いている.い ずれにせよ,単 に砂の中に埋 もれていたの

ではなく,な んらかの意図をもって隠されていた ものが,千 年の時を経て出現

したとみなすべ きであろう.

因みに,こ のような窟番号の変遷によって,森 安がマニ教=仏 教二重窟であ
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ることを実証 したグリュンヴェーデル編号の第25窟 と第17窟 についても,若

干の変更があった.柳 洪亮 「柏孜何里克石窟年代試探」ではそれぞれ第52窟 な

らびに第41窟 と呼ばれていたが,そ の後は一貫 して第38窟 ならびに第27窟

となって定着 している.

第二章 ソグ ド語のテキス トと和訳

以下にソグド語の手紙3通(A,B,C)の テキス トと和訳 を掲げる.ソ グド語の

テキス ト中の[角 括弧]は 文書の破損部を,(丸 括弧)は 部分的な破損部で文字

の残画が見えている部分 を示す.和 訳では(丸括弧)は訳文を読みやす くするた

めに補った部分であ り,テ キス トに対応する表現は存在 しない.上 付 きの小さ

い数字はテキス トの対応する行数 を示す.テ キス トでも和訳でも,〈 鍵括弧〉

は行間に挿入 された部分である.ま た***は 意味が不明で翻訳ができなかっ

たことを示す.詳 しくは 『研究』の方の注釈 を参照 して頂きたい.

手 紙A[81TB65:1]
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和 訳

§1a神 々にも似た(お方に),神 々か ら[完全 に栄光を受け取ったお方に,

御本人自らも]恩恵を分け与え下さる神 として姿を現わす(お方).仏[陀 たちの

代理であ り,5つ の](光 の)要 素の象徴,3柱 の王権持てる神々の[意 思]を 完

成させるお方.明 るい「教会の栄光=ワ フマン」(の力)に より勝利 し,勇 敢で,

神聖になった(お方).5御 自身も,汚 れのない神聖な誉め言葉によって余すとこ

ろなく賞賛 された(お方).何 千 もの人々を夜明けのない苦 しみから救 うお方.

何万 もの人々を終わ りのない至福へ と導 くお方.近 くでは無数の人々にすばら
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しい恩恵を[与 えるお方].遠 くでは永遠 に不滅の[生 命へ と](導 くお方).10さ

らには私 ども一万番目の最も取るに足 らないしもべの身と生命の上に,自 由自

在の主人でありまた君主(で あるお方).(我 々の)両(目 の)瞳 よりもすばらし

い(お 方).慈 悲深い母,慈 愛に富む父に も似て,神 聖な糧食 と支 えにより

(我々を)養 うお方.全 東方世界の太陽,す べての原人に由来する15一族の人々

の上に輝 く満月,王,我 々の御主人様,神 であ り我々への(神からの)使 い,支

配する者,誉 められるべ き者,希 望を(か なえ)[恩 恵を与えるお方],偉 大な

リーダー,賞 賛され,[祝 福 され,勝 利 し,]す ばらしくまた生命力あふれた

(その)名 前,(す なわち)神 々にも似た主人,マ ール ・アリヤーマーン ・プフ

ル,東 方の慕閣,王 であるイエスの命令によって権威を執行するお方へ.

§1b20尊 敬に値する払多誕,優 れたマヒスタク,尊 敬すべ き長老僧侶,正

しい救済(の道を)与える(者たち),慎 ましやかな書記たち,す ばらしい***

たち,好 ましい賛美歌歌手たち,明 るく照 らされた(男の)弟子たち,法 に従 う

尼僧たち,2種 類の秩序ある教団全体,主 である御主人様の面前で大いに敬意

を払いまた[大 いにお仕えしている](者 たち),25栄 光あるお姿 を近 くから見る

にふさわしい(者 たちへ).

2,《慕閣の輝 く偉大な栄光へ》

§226御 主人様の幸せを願 う者,(御 主人様に)よ く目をかけられた者,全 く

お仕えもせず(ま た)お 仕えもできない者,お 目見えすることを[願 い]楽 しみ

にしている者,一 万番目の召[使,最 も取るに足 らない]し もべ,払 多誕シャフ

ルヤール ・ザーダグ及び[2]30種 類の教団か ら慎み深 く[申 しあげる言葉].

§33輝 く偉大な栄光に,世 にも珍 しい神聖な神格に遠 くから,ま ず最初

に,[脇 の下に手を挟み]頭 を地につけて,私 たちは,ち ょうど2つ の明るい乗

り物に敬意が捧げられているように,敬 意を捧げます.仏 陀の清い口で,全 て

の罪 と過ちを(告 白し,あ なたの)大 きなお慈悲で[容 赦 し]35罪の許 しを(与 え

て下 さるよう)お願い申し上げます.手 を(前 に)交 差 し,膝 を[曲 げて],教 会

の溝に則って,謹 んで[丁 寧に],と ても慎み深 く(そ のお願い)を 送 り奉 りま
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す.

§437も し我々の神々にも[似た,仏 陀たちの]代理であり法王であり,ま た

我々の御主人様がそちら,(す なわち)幸 ある高昌地方の2種 類の祝福 された切

秩序ある教団とともに,幸 運であられるならば,(す なわち)内側(の宗教面)で

2つ の教団からなる[僧侶たち]が尊敬 され尊重されて(い るならば),そ してま

た外側(の 政治面)で2[種 類のすばらしいこと?]に ふ さわしい,幸 多い主で

あ り支配者,よ く評価 された[可 汗及び]崇 高な王妃たち,崇 高な王子たち[他

の国々の?]王 たち,(自 分の)魂 を愛する聴者たち女の聴者たち[や他のものた

ちが],(精 神 と肉体の)452種 類の人格において健康で,痛 みがな く,そ の仏陀

の心が喜び,心 の痛みがなく倦怠感もなく,宗 教の[仕 事]に 対 して[…]

内側で評判が よく,良 い方に向かっていて[…]ち ょうど御主人様の[偉 大

な?]栄 光や貴さと同じようであられるならば,私 たち最 も取るに足 らないしも

べちは[主 が?]50我 々この[世 の者のために]神 から恩恵 と希望(が 達成される

こと)を 願って下 さること,そ のことで心の底から大いに嬉 しく思います.

§55且 そしてまた私たち取るに足 らないしもべたちは神のお力で,特 に遠 く

にあ られる神々に似た主である御主人様の良い思い出および改善(に 向けての教

え)に より,こ こに[い る2]種 類の秩序ある教団とともに,今 の時[倦 むこと

もなく],55よ く,平 穏で,す ばらしくあります.

§655今 や神々に似た主である御主人様の偉大な栄光にどれほどか[多 くの

言葉 を?](送 り)奉 ります.ほ んのひとかけらでも何でも,申 し上げる言葉が

我々に[あ りましたら],す べてをいつ も,キ ャラバンで健康を尋ねる手紙 とし

て(送 り)奉 ります.(そ れが)届 きましたら,す べての(そ ちらの)ニ ュースが

(こちらの私たちに)伝 わるお言葉 を[お 送り下さい?]。

§7a60さ て全世界の中で,生 き物の中で[以前から?]新 しい日の例,定 め

や決まりが確立されています.新 しい日に行うべ きことやすばらしい賛歌が[今

まさに?}行 われようとしています.私 たち取 るに足らない[…]し もべた

ち,常 に恭順な弟子たちは顔をつけて這いながら神々に似た65主である御主人様
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の偉大な栄光の方へ急 ぐべ きことが,(そ して)取 るに足らない,と ても些細な

知識 しかない(私たちは)御主人様の面前に立ち尽 くし,[…]誉 め言葉や賛

歌を捧 げるべきことがなすべき法であ りました.し か し[今この?]時,(こ の)

時間,知 らないうちに時間がまた過ぎてしまい[…]御 主人様の命令がなく

て,お そばに急 ぐことが[あ りませんで した].

§7b70さ て大いなる敬意をもってどれほどか些細な[一 ・]賛歌 を(送

り)奉 ります.年 頭のプシュヌ(月 の)[新 しい]日 が来ることが幸多 く慶び多 く

[ま た ・6・]さ い先良 くあ ります ように.比 類のないまた並ぶ もののない

[王 …]神 々の王ズルワンから,3つ の不変のもの[5つ の偉大なものか

ら,]752つ の(光 輝 く)明 るい乗 り物[か ら],6柱 の王権 もてる[神 々から],

生命を与える王イエス,さ らには各時代の仏陀たちから,ま た天の使いヤコブ

から,教 会の全守護者たち,天 使たち,守 護霊たちから,新 しい栄光 と幸運

が,[新 しい喜び]と満足が,新 しい利益 と増大が,宗 教の新 しい[拡大]と80王

国の平安が,新 しい魂の[完 成が3,そ して身体の平安が[全教会]の 上に,と り

わけ神 々に似た主である御主[人様の2]種 類の人格の上に,備 えられますよう

に.か くして(主 の)栄 光が輝 き,(主 の)[神 神 しい]心 が喜び歓喜 してあ りま

すように.主[で ある御主人様の]85幸運によって教会がその頭を掲げ,虚 偽を

[打ち砕 きますように.誤 った]法 が滅び消え去 り,な くな り見えなくなり[ま

すように.…]上 でも下でも,ど この場所でも教会の秩序が[… で]よ

り優れて(あ ります ように).

§7c88(新 しい)年 が より幸多 く,よ り栄多 く[あ りますように.…]

神々に似た主である御主人様の権[威 と幸]90運により[教会が?]「 教会の栄光」

の意思 と王イエスの命[令 を]行 いますように.そ の一方で(我 々の)上 にいる

王権もてる神々が[…]我 々しもべたちのためにどんな時にも希望をかなえ

恩恵を与えて下さり,(ま た)ど んな良い考えが全教会[及 び原人の]に 由来する

者たちのうえにあって も,(そ れらを)完成 して[下 さるように].95救 済される

はずの魂が主である御主人様の権[威 と … により]10の 救済と解脱を見つ

(152)



け ます ように.

§7d%ま た 外側 では[2種 の王 冠 に?]完 全 にふ さわ しい,神 々の権威 を

(地上で)執 行す るもの,主 である ウイ グル[可 汗]ご 自身が,祝 福 された一族 と

と もに,栄 光 にみちて[あ ります よ うに].(彼 は また)百[年 も千 年 も]信 仰 を

もち,喜 び満足 して,長 い[問 生 きます ように].ioO神 々 と天使 たちが守護者で

あ り擁護 者であ ります ように.[…]害 と良 くない言葉が全教 会で[…]

の外,遠 くへ 撃退 され ます ように.主 であ る[御 主 人様 のお力 に より?]完 成,

愛,そ して分裂 のない ことが完全 に[達 成 され ます よ うに].さ らに我[々 しも

べたちの]105心 で は把握 で きない,舌 で は語 れないような,ど んなすば らしい賛

歌があった として も[そ れ らが6柱 の王権持 てる]神 々,生 命 を与 える王 イエス

自身[に よって](あ なた様 に)捧[げ られ ます ように.主 であ る]御 主 人様 と

我々 しもべたちがみ んな[同 様 に]恩 恵 を見つけた者,望 みがかな えられた者 に

な ります ように.そ の ようにあ ります ように.そ の ように[あ ります ように.]

§8109さ て 新 しい 日のキ ャラヴァンが出発 しま した.[そ れで]lloこ の どれほ

どか些細で,耳 障 りで,ぎ こちな く,慎 みのない[…]賛 歌,お 願 いの言葉

を(送 り)奉 りま した.な ぜ な ら我 々が[そ ち らに]行 くこ とがあ りませ んの

で.(ま たそのこ とで我 々に)罪 があ りません ように.

§9all2[そ ち らでは,神 々に似た主,]御 主 人様のおそば にい らっ しゃる同

胞 た ち[や 尼僧 た ち],払 多誕 ラー イマ ス ト ・ファロ ッホ を筆頭 に,フ ワル

シェー ド ・[… さ らに …]・115ム ル ワー,シ ャー ド ・アルヤーマー ン,

(さ らに)そ ち らに(い らっ しゃる)長 老僧侶[お よび2種 類 の]教 団の栄光 に慎

み深 い礼拝,御 容赦,[免 罪 をお願い 申 し上 げ],慎 み深 く(そ のお願い を)送 り

ます,主 よ.

§9b田 こ ち らでは我[々,取 るに足 らない しもべたち]と ともにい る同胞 た

ち,ロ ーシ ャン ・プフル[… ウ ィグラー]シ シュヌ ・ウィス プフル,ペ ー

ローズ ・ウ ィス プフル,他 の[僧 侶 たち及び]120****た ち,(こ れ らの)す べ

ての2種 類 の[秩 序あ る]教 団は,慎 み深 い礼拝,御 容赦 と免 罪をお願 い申 し上
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げ,(そ れを)慎 み深 く捧げます,主 よ.

§9c .1ηそちらの外側の(=在 家の)[2種 類の教団の]ア ルプ ・トトク ・オ

ゲ,(自 分の)魂 を愛する聴者たち,[女 性の聴者たち,新 米の?]聴 者たちに何

度 も消息を尋ねること(=挨 拶 し),御 容赦(と)[免 罪を(お 願い)申 し上げま

す].

§9d125こ ちらでもまた御主人様の(精 神的)息 子[た ちと娘たち?],そ の

筆頭 には[…]ウ トミシュ ・テギン(及び)すべての王妃たち,[王 子たち,

ほかの]諸 侯,(自 分の)魂 を愛する聴者たち,女 性の聴者たち,[宗 教の?]子

供たちが,遠 くにある偉大な栄光に,多 くの礼拝,[御 容赦と免罪を3(お願い)

申し上げてお ります,主 よ.

§10a130(こ の)[(我 々が)申 し上げる言葉(を 綴った)手 紙は戒律の]月 の

二十[… 日に]書 かれた.

§11b132神 々に似てすばらしい[み ごとな主であるアルヤーマーン ・プフ

ル,]偉 大な慕闊の輝 く偉大な栄光[に].最 も[取るに足 らないしもべの払多誕

シャフルヤール ・ザーダグから慎み深 く甲 し上げる言葉?]

手 紙B[81TB65:2]
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和訳

§1a神 々に似た仏陀たちの後継者,御 自身も恩恵を分け与える仏陀として

現われる(お方).3柱 の王権持てる神々の意思を完全に成就するお方.(彼 らの

力によって?)勝 利 した(お 方)。 主であ り,偉 大な栄光で輝 くリーダー.3

[…]の 敬意にふ さわしい(お 方).5す べての資質において有名で,良 き心を

持ち,慈 悲深い母,慈 愛に富む父のごとく神のすべての子供たちを養うお方.

とりわけ我々最 も取るに足らない しもべたちにすばらしい教訓と教えを与え,

すべての方面での喜びと幸せでもって(=喜 びと幸せを与えながら)教え,諭 す

お方.か くして(我 々の)身 と生命を支配する自由自在の主であ り10また君主で

あり,優 れていて尊敬に値する[…]幸 多く,不 幸を追い払 う(お方).す ば
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らしい王であり,御 主人様,偉 大な教会のリーダー,王 者.祝 福され勝利に満

ち,み ごとで立派な名前の(お 方).主 であるマール ・アリヤーマーン ・プフ

ル,東 方の慕閣,王 であるイエスの(命 令により)権 威を執行するお方へ .

§1bl4そ して尊敬に値する払多誕,主 である御主人様の面前でお仕えし,

(その)光 栄ある輝か しいお姿を近 くから見るにふさわしい年長のまた年若い

(慕閣に)明 るく照 らされた弟子たちへ.

§218御 主人様の(全 く)お仕えもせず,ま たお仕 えすることができていな

い(者).お 仕えすることを願いお20目にかかることを期待 している(者) .い つ

も(あなたの)幸福を願 う者であり,醜 い顔をした,最 も取るに足らぬ数の内に

も入 らない永遠に(あ なたの)召 使(で あるこの私).宗 教(=マ ニ教)の 年老い

た しもべである払多誕マーニー ・ワフマンと(こちらの)教 団から謹んで申し上

げる言葉.

§325偉 大な神格に,仏 陀の輝 く栄光に,そ して(光輝 く・)明るい集団へ.最

初に合掌 し,そ れほど慎み深 く頭 を地につけて我々は敬意を捧げます.ち ょう

ど(光輝 く)明るい神々に敬意が捧げられてきているように.す べての魂の過ち

と,意 識的にまた無意識的に,30地 獄(で ある)肉 体及び邪悪な欲望の故に(犯

した)罪 と過ちがある(な らば),清 らかな仏陀の[]で そのことについて御寛恕

とお慈悲,御 容赦 と免罪をお願い申し上げます.も しさせて頂けるものなら

ば,大 いにお願いする心をもって,深 く尊敬し,と ても謹んで,脆 き,手 を(前

に)交 差 して,と ても慎み深 く(敬 意を)捧 げます,35神 に対す る飽 くことのな

い,燃 え盛 る愛 とともに.

§435も し神々に似た主である御主人様が幸運で,2種 類の明るい集団とと

もに,内(=出 家)と 外(在 家)の 秩序(あ る集団)と ともに,す ばらしく,安 寧

であるならば,恩 恵を蒙る我々は満足 し,(修 行に対する)倦 怠感も有 りませ

ん.

§538(ま た御主人様の)栄 光あるお姿 に(わ が)身 を覆われて,困 ったこと

もな く[…](我 々の)苦 痛に耐えている肉体は⑳痛みなく整ってお ります.
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§64。 以前 の幸多 い人々が定めた(よ うに,マ ニ)教 の良 き法 と決 まりで(次

の ように)定 め られてお ります.(す なわ ち)我 々最 も取 るに足 らない しもべ た

ちは,本 人が毎 月,(そ ちらに)急 いで行 き,月 々のお勤 やを捧 げるこ とになっ

てお ります.主 であ る御主 人様 の栄光 に些細 な現在 の(我 々 に関す る)ニ ュー

スを(送 りますので)お 受 け取 り下 さい.(そ してそち らの事情が)自 ずか ら明 ら

かになるお言葉 を[お 送 り下 さい],主 よ.神 々に45似 た 主 であ る御主人様 の偉

大 な栄光 に対 して,我 々は罪 を犯 している ことがあ.りません ように,主 よ.

§7a妬 冒頭 に私,し もべで ある払多誕マ ーニー ・ワフマ ンが戒 月のお勤 め

を捧 げます.4つ の賛歌 を詠唱 しました.20の 教 訓 と300の 唄 を繰 り返 し

(朗 唱 し)ま した.す ば ら しい教典 『シャープ フラガー ン』を読み ま した.50入 り

出 る者 に慰め の言葉 を[か けま した].

50(次 に)し もべ であるヤズ ダー ン ・シ ャフルヤール は『「教会 の栄光」(に 捧げ

られた?)過 失 のない』(とい うタイ トルの賛歌)を 詠唱 しました.40の 教 訓 と

300の 唄 を繰 り返 し(朗 唱)し ま した.(ま た)教 道者の教典 を読 みま した.

52(次 に)し もべであ り
,シ ャーハ ー ンの ロウシ ャン ・ペー ローズは プシュヌ

月の一 日の(聖 餐の)食 卓 で,ソ グ ド語 で2(度),『 過 失のない』(とい うタイ ト

ルの賛歌)を 詠唱 しました.40の 教 訓 と300の 唄(を 繰 り返 し朗 唱 しまし

た).(ま た)教 典 『絵解 きの55***』 ーを読 み ました.

55(次 に)し もべ であ り
,シ ャーハ ー ン ・ガー ヒーグ ・ザバ グの ラーイマス

ト・ヤザ ドは,5つ の唄 を詠唱 しました.60の 教 訓 と300の 唄(を 繰 り返 し

朗唱 しました).教 典 『マ ール ・マーニーか ら』を読 みま した.

57(次 に)し もべ であ り
,シ ャーハ ー ン ・ガー ヒーグ ・ザバ グの シャー ド ・

ファロッホは10の 唄 を詠唱 しま した.60の 教 訓 と300の 唄 を繰 り返 し朗

唱 しま した.(ま た)『 活 ける記録(す な わち)福 音 書』を読み ま した.

§7b60仏 陀 であ る御主人様の栄光 に対 して,我 々が死 に当 たる罪人で はあ

りませ ん ように.(も し)戒 律 の月 のお勤 めが たっぷ りと十分 に,法 と決 ま りに

従 って,全 てがす ば らしくなされず,さ らに不足が あ り不十分 になされてお り
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ましたら,神 々に似た主である御主入様に,、(すなわち)清 らかな神格に御容赦

と免罪をお願い申し上げます,65主 よ.(こ の我々が)申 し上げる言葉(を 綴 っ

た)手紙がすべてすばらしく,慎 み深く認め られていなくても,主 である御主人

様の偉大な栄光に対 して,死 に当たる罪人ではありませんように.

§8a67そ ちらの主である御主人様のおそばにいらっしゃる払多誕,年 長の

また年若い(弟子たち)全員,(及 び)2種 類の祝福 された教団の栄光 に,我 々は

慎み深い礼拝(を 捧げ),御 容赦と免罪をお願い申し上げます,70主 よ.ま たこ

ちらでも,Tudh城 の守護霊,外 側の(=在 家の)自 分の魂 を愛する男女の聴者

や他の名だたる者たちが,主 である御主人様の栄光に慎み深い礼拝 を捧げ,御

容赦 と免罪をお願い甲し上げておられます,主 よ.

§8b73(こ の)手 紙(す なわち,我 々が)申 し上げる言葉はプシュヌ月(=正

月)の6日,月 曜 日に書かれた.

§976神 々に似たすばらしい御主人様,主 であるマール ・アリヤーマーン ・

プフル,東 方の慕閣,王 であるイエスの命令により権威を執行するお方へ.し

もべである払多誕マーニー ・ワフマンが慎み深 く申し上げる言葉。

手 紐C[81TB65:3]
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和訳

[伝 言A]

§1我 々の[生 命にも]等 しい,優 れた,伎 禰 もてる,立 派な,宗 教の子

供,(精 神的)兄 弟であった先輩のフワル ・ザーダグの偉大な栄光に.
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§22(あ なたの)し もべ,数 の内にも入 らない(?),最 も取るに足 らないし

もべであるシャーフ ・ウィスプフルから.

§33何 度も多 くの挨拶(を 送 り),御 容赦 と免罪をお願い申し上げます.

§44も しも賢い先輩が秩序ある王国で,栄 光に満ち,す ばらしく,5落 ち着

いて,居 心地よくあられるならば,そ れはまさに私め千番 目の,最 も取るに足

りないしもべには大 きな満足であります.し もべである私めもまた,(今)こ の

手紙を書いている(と き〉までは健康です.

§56(今 この)手 紙でどれほどか多 くの(謹 んで)申 し上げる言葉を(送 り)

奉 ります.

§6a7こ ちらでは御主人様であるマヒスタクは栄光に満ち,健 康であられ,

御病気 はしておられません.さ て,老 い も若 きも(?)昼 も夜 もあなたがたの

各々には心配することはあ りません.今,あ なたが来 られると言われておりま

す.あ なた様が来 られれば,我 々しもべたちもまた理解力(=精 神の目)と(肉

体の)目 の両方で10(あなたを)見 るで しょう.5日 の命があれば,我 々は(あ な

た と我々の間にある?)一 つの土地(=距 離)を 越 えて行 くで しょう.

§6bloそ ちらの(自 分の)魂 を愛する(=聴 者)首 領のくインチュ ・ビル

ゲ ・ティレク〉,首 領の トゥグミシュ ・オルギュ,ア ルパ トミシュ ・サング

ン,サ リグ ・パルス ・タルカン,(さ らに)残 りの我々の多 くの首領たちで(そ

の)名 前を知 らない(か たがたがおられる)な らば,そ の全員に挨拶の言葉(と)

御容赦(を お願いする気持ち)を お伝え下さい.

B前 のキャラヴァンでイル ・メング ・イナルの手でみなさんの各々に手紙を送

りました.お 渡 し下さい,誰 のところで何を受け取る場合にも,首 領の トゥグ

ミシュ ・互5オルギュ,ア ルパ トミシュ ・サングンとともにいて(=彼 らが同席す

るところで?)下 さい.(そ れらを)受取 り,(み んなが)い っしょに持ってきて

下さい.す べての支援 となぐさめは,あ なたがた3人 みんなの上にあります(=

あなたがた3人 が頼りです).う まく行 くようにして(?),み んなから集めて下

さい(?).
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§6cl7こ ち らか ら(そ ちらに)行 ったくコルチ家のサングン〉,(自 分の)

魂を愛する聴者たち,(す なわち)スバシ ・トグリル ・イナル,イ ル ・メング ・

イナル,エ ル ・イナルに挨拶の言葉と御容赦(を お願いする気持ちを)お伝え下

さい.

18こちらにいる
,あ ちこちであなたがたに会った者たちはみんな健康です.ま

た(自 分の)魂 を愛する(聴 者)の 家族の人々もみんな健康で,病 気 はしてお り

ません.

[伝言B]

§121そ ちらの私めの主人であった先輩たち,(す なわち)ラ ーイマス ト・

ファロッホ(と)フ ワル ・ファロッホの偉大な栄光に,私 から多 くの挨拶の言葉

と(御 容赦を)お 願いする言葉をお伝 え下 さい.「 しもべである私めをよく思

い,(彼 らから私に)お言葉があ りますように.」 と申し上げて下 さい.(彼 らが

私を)よ く思って下 されば,(我 々の身体の光の要素は)失 われないで しょう.

(私は)取 るに足 らない足から(頭まで?彼 らの)し もべであ り,先 輩たちの もの

であります.

§224〈 クトゥルグ ・ティレク〉,シ ャーハーンのダーシン ・ザーダグの栄

光に,挨 拶の言葉をお伝え下 さい.

§326ア スミシュ王女,バ ク王女,イ ル ・サプミシュ王女,イ ミシュ ・カト

ン王女,オ グラグ王女,残 りの我々の多 くの王女であられるかたがたに御容赦

を(お 願いする気持ちを)お 伝 え下さい.

§428イ シック ・エ ドゥギュ ・トトク ・オゲに挨拶の言葉 と(御容赦をお願

いす る気持ちを)お伝え下さい.す べてのかたがたに(こちらからそちらに行っ

ている)エル ・イナルを送って下さい.彼 が挨拶の言葉を伝えてくれるように.
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補 注

『研究』の原稿提 出後発 表 された重要な論 文 には次 の2点 が ある:

N.S血1s-Winiams,"FmmBabylontoChina:AsゆologicalImdepistolalyfblmulae

acrosstwom皿enia・"In:LαPθr5如8」'A吻cε π〃α'θ4αA'θ∬α加【roα1×58colo(Attidei

ConveglliLincei,127),Roma,Accade血aNazionaledeiL血cei,1996[1997],pp.77-84.

W.Sundemlam,`ThreefmgmentsofSogdi…mle賃e蔦andd㏄uments."In:ibid.,pp.

99-111.

後 者 は,原 稿 の段階 でSundemann氏 か ら見せ て頂い ていたので,『 研究 』の

注釈で言及 し,そ の成果 は利用 され てい る.前 者 はその タイ トルか ら明 らか な

ように,メ ソポ タミア以来の占星術 と手紙の書式(あ るいは手紙 に利用 される文

言)の 伝統が,中 央アジア及 び中国 にまで伝播 してい ることを指摘 した論文 であ

る.手 紙 に関する部分で問題に されてい るの は,吉 田が扱 った書式 では,「 問候

(日本語の原文では挨拶)」に当た る部分 に見 られ るい くつかの表現で,具 体 的に

は 「千 回万 回(の 挨拶)」や差 出人が 自分 自身 を 「(あなたの)奴 隷」と呼ぶ こ とな

どで ある.興 味深 いのは,『 魏書 』の波斯 国の条 に引用 された,神 亀 中(518～

520)に 波 斯国か ら北魏 に送 られた国書 の 「波斯 国王居和多千萬敬拝」が,中 世 ペ

ルシア語 の原文 にあ った文言 を反映す るものであ ることが指摘 されてい ること

であ る.

中 国王朝 に周辺諸 国か ら送 られた国書が 史書 に引用 されている場合,原 文 の

文言 が忠実 に翻訳 され,そ こか ら原文のwordhlgを 推 定 で きる ことがある こと

は良 く知 られてい る.同 様の例 はソグ ド語の手紙 にも見いだ されるが,吉 田が

『研究』の付録1で ソグ ド語の書 式 を扱 った際 にはその ことを指摘 で きなかった

ので,こ の場 を借 りて指摘 してお きたい.問 題 の手紙 は開元7年(719)に 安 国

王の篤薩波提 が送っ た国書 で,『 冊府元亀 』巻999に 引 用 され てい る.手 紙 の

本文 に先 立つ 冒頭 の書 式の部分 は次の通 りである:「 臣是従天主領普天下 賢聖皇

帝下 百万 重草類奴在遠叉手胡脆礼拝天恩威相如拝諸天」.(な お この手紙が ソグ

ド語 の手紙 の翻 訳で あ るこ とに注意 を喚 起 し,差 出人が 自分 を卑 下す る表 現
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を,実 在 のソグ ド語の手紙の表現 と比較 したのは,薬 鴻生『唐代九姓胡与突厭文

化』北京,中 華書 局,1998,p。54が 最 初で ある.)

差 出人に関 わる表現のうち,「 臣是 … 下百万重草類奴」は,MN.....RYPW-

Inykwk蓉tr'βntk「 百 万番 目の恥 るに足 らない しもべか ら」に対応 するだろ う.受

取人 に関する表現 「従天主領普天下 賢聖皇 帝」の うち 「従天主」は,受 取人 を神

ない しは神 にも等 しい とす る最冒頭 の文言 に対応 するのであろ う.こ の表現 だ

けな らウイ グル語の 伽g亘da(qutbolm旬 に も比 較で きる.「 領 普天下」はべゼ

ク リクの手紙A,Bに 見 えるprsrw'孝 一w'nIy名一k!yZYp't'x蓉'wnw「 身 体 と生命 を

支配す る 自由 自在 の王 」が類似 す る表 現であ る.「 賢聖」な どは ご く普通の美辞

であ る.ベ ゼ クリクの手紙で も「貴 い」を意味す るp'甜n等 の形容詞 や,技 能や

才能が優 れている ことを意味す る ヨ'nwxや γnyβlyと い った表現が見 られる.中

国皇 帝宛の ソグ ド語の手紙の実例 は知 られていないので,手 紙 に現 われた例 は

ないが,「 皇帝」は原文で は 陶'wrで あ ったで あろ う.

残 りは挨拶 の部分 で,「 在遠」はMNδwrz'yhの 翻 訳 であ るこ とは間違い な

い.「 叉手胡脆礼拝」には,prβrtδstw'sp'tz'nwkw㎜'cwβlymの よ うな表現が対

応す る.こ の ままの表現 は在証 されてい ないが,各 構成部分 はべゼ クリクの手

紙 に実在 する.ま た 「天恩」は,受 取 人 を 「神 」と比 較す る手紙Aの 挨 拶部分の

表現 ㎞'幅wy助y'ky「 奇 跡的 に神聖 な神格 」に比較 で きるだ ろう.さ らに 「威

相」はpmに 関 わる βr'z'Rt'kwRB㎞ 「輝 く偉大 な栄光」に対応す る.「 相」とい

う漢字が ソグ ド語 のpmに 対応す るのは,仏 教 ソ グ ド語 で もマニ教 ソグ ド語で

も一般 に見 られることであ るが(c£P.Blyder,丁 加Ch'η ω8伽 η@7〃 纏oηqプ1吻 η'一

c肋 爾 〃3,Bokf6rlagetPlusUha,1985,pp.128-134),こ の ような世俗 の文献 に もそ

れが現われ るこ とは興味深い.最 後 に「如拝諸 天」にも対応 す るソグ ド語 の表現

が ある.最 もよ く似てい るのは「古代書簡」にあ る'YKZYZKy耳Mwβ γ"nwβyrt

「ち ょうど神 々 に(敬 意が)捧 げ られ るよ うに」であ る.[吉 田]
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第三章 ウイグル語のテキス トと和訳

まず最初 に,以 下 に掲 げるウイグル語 の手紙5通(D,E,F,G,H)の テ キス ト

転 写システ ムと,翻 字 ・転写 ・翻訳で使われ る記号 などの説明 を与 えてお く.

テ キス ト転写

機 械 的 翻 字Transhteration

'βcDKLMNPQRSsTwXxXYZZ

*Q=Xwithalongta丑gohlgst面ghtdownwaKl(notlowerhght
,when

rega雌edaswdttenver虹caUy)血wold-finalposition.

標 準 的 再 建 形Transcription

子 音Consonants

b6dlrgγ17/予kl/1mnlhpq/q/q/glg1亘rs/4

蓉1≦t/dvx1文1Xyz/睾(Onlyinaloanword)w乞1孝!#

*Y1予 ,fi,q/q,X/Xは そ れ ぞ れ文 字 γ,n,q,xの 左 側(ウ イ グル 文 字 を縦

書 き と み る)に1点 な い し2点 の 補 助 記 号 が あ り,夏,ZIZは そ れ ぞ れ

文字9,老 の右 側 に1点 な い し2点 の補 助記 号 が付 され て い る こ とを示

す.g1亘 磁 は語 末 で尻 尾 が真 下 に 力 強 く長 く伸 びて い る もの.gは

フ ッ ク の ない 彦を示 す.可 は 使 用 しな い.

母 音Vowels

ロロ ウ ロコ コ の ロコ い

a興aa1100{UU聴

*原 則 と して機 械 的翻 字 を しない 本稿 で はeを 使 用 し ない こ とに注 意 .

翻 字 と 再 建 形 と の 対 応 関 係,目 内 は 音 価

子 音Consonan的

β=vC=乙 国】D=d,d囮K=g,kL=lM=mN=nP=b,p

Q=q,q,q,亘,q,文,又,予,予R=r,エ 田s=s,§ 【zjT=t,婁 【d】x=γ,q,x

Z=z,孝 【s】,乞(Onlyinaloanwold)W冨w

第 一 音 節 の 母 音VoweLinthe血 ・stsy皿able

" 一昌'a一,a一'一 冨a一,a一'Y一=i・,i一'W一=o-1u一,Ω 一1り一'W一 篇6-15-

KW一=kg-/k翼 一YW一=yg-/y"一

*a-meansasho鵬ndfbmlfbr山ebackvowela 一.

**01umeansho伽dfomsfor山e丘ontvowels6/U
.

第 二 音 節 以 下 の 母 音Vowelsinthesecondsy皿ableoraf吐er

'3a
,aY=i,iw=610,01u
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凡 例Explana髄onofsymbolsandcon▼en髄onsemP璽oyed血thisedition

a)Chie皿yilltheUighurtextテ キ ス ト

bo童d

加z'c

θ'αz∫c,

〃ノ〃1

[】

】xyz

xyz【

●●●●

、xyz1

〈xyz>

{xyz}

{…}

十

～

Suggestedrestoradonofwhollydamagedletters.

破 損 して 完 全 に欠 け て い る文 字 を推 定 復 元 した もの.

Le髄elspaltlypreservedandresto欝edwithcerta血ty.

残 画 よ り確 実 に復 元 で きる文 字.

Le旋ersnotclearlyleg重bleoronlypartlypreservedwhoset臓ces

mayalsobe血teΦleteddifferendy.

提 出 され た 読 み が 残 画 と矛 盾 しな い こ とを示 す.た だ し他

の 読 み の 可 能 性 を排 除 しな い.

Co可ectulednumberofiettersinada皿agedpart.

破 損 個 所 の 文 字 の 概 数 。

DaInagodpartwhosenumberofleUerscannotbeco口jectu爬d,

破 損 して い て,文 字 の 概 数 も不 明.

Damagedpartofundetem亘nedexb巳nt,at出ebeginningofaline.

行 頭 が破 損 して い る場 合,破 損 の 大 き さ は不 明,

Damagedpartofundetem血edextent,attheendofaline.

行 末 が破 損 して い る場 合,破 損 の 大 き さは 不 明.

Approxima軸3numberofvisiblebuti1夏egibleletヒers.

残 画 が あ る が復 元 で き ない 箇 所 の 推 定 文 字 数,

Letteτsaddedsecondarilyrigktorleftoftheline,orinthemargin.

行 間 な い し欄 外 に付 加 され た 文 字.

Lettersomi枕edbymistakeorasusual,butresto鵬dbytheeditor.

誤 っ て書 き忘 れ られ た 文 字,あ る い は習 慣 的 に書 か れ ない 文 字.

Visibletracesoflet㎏rsdeletedortobedeieted.

原文 か ら削 除 さ れ て い る,あ るい は 削 除 され る球 き文 字.

Approximabenumberofdele電edle賃els.

原 文 中 で抹 消 され て い る箇 所 の推 定 文 字 数.

一 筆 で連 続 して書 か れ て い る が
、複 数 の 要 素 に分 か れ る もの.

た だ し,所 有 語 尾 や複 数語 尾 や格 語 尾 は含 ま ない.

Sep則aUon沁onewoldexcepta伽rZ,o面nalfomusedinamedial

POSIhon・

分 か ち書 き(た だ し語 中 のzは 除 く)な い し語 中 の語 末 形.

PunctuaUonmarksusedintheohgina1⑯xし 原 文 中 の 句 読 点.

Spa㏄filler埋 め 草.

b)C血ieny血t血etranslado皿 翻 訳

【 】Transla廿onofdamagedoHestoredpa雌s.

破損 箇 所 な い し推 定 復 元 した箇 所 の 翻 訳.
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( )

伽Zjo)

〃〃〃

Woπ1snotimh鵬xtbutaddedto血provelheαansla亘on,orexplana-

tolyrema【ksby宣he並mslatQr.

翻 訳 を分 か り易 くす る ため に原 文 に補 っ た箇 所,あ る い は

翻 訳 者 に よる 説 明 や 言 い替 え.

Co】鵬spondingexplessionin.廿1eoriginaltexし

翻 訳 され て い る単 語 や 文 句 の 原語 を明示 す る もの.

Missing,iUegible,orincomprehensiblepar鵬.

原 文 が 破 損 して い た り,読 め な か っ た り,解 釈 で きな い 箇 所.

手 紙D[81TB65:4]

テ キ ス ト

Ol)]・[

02)in乙g益6面g並mnz・ ～

03)iヒaq】 血d釜nyaγugkΩng睦Hn註dg直ggh～

(6)

04)]i∫ 血血鋤u血kn蓉kg㎎ 躍layltu

(7)

05)]n藏 短gi皿 乙+m曲sizbizymabubitig～

06)bitigiR～5ain～iasa皿 舳biz卿 芭bitigda

O7)n注 血ka蓉savidah血1bay邸lanqo蓉tr'

08)kldllat躍rl越gsa▼ ρη2誼ba¢a吋tロmuz

09)sizbizN【

10)sizKb・ ・[

ll)鋤r凝 瓢(?)

12)

13)

]aゆ(～ ♪皿t<i>蓉麺 血ユtlptlr㎞ 蓉

】ol@の[】 ・[rYW皿t・i・ 蓉nr

[]bar註dg血k灘zi-ningyonlk血 陀[

]a宜a蓉t皿nridiztaγ 一ning

lθ9'Ztu皿anik6血narαn乙 ㎎a}u

(6)For山isU孟ghurandthecoロ 〕espond㎞gSogdianexplessions,seeYoshida'snoteonLetterA,

line豆24in廿1eChineseversion,pp.86-87.However,whenitappears血 山eUighurle鵬rs,

Moriyasugivesthegene】 識1meaningoftheexpnBssion,notawo童d-fbr-woldt㎜slation.

(7)Thepartdamagedatthebeginningofl血e5孟stoos皿a叢fbroneto鵜stolethemostexp㏄ted

wold罎 翼p+屍z.Canoneresto爬 ・丼 わ'z?Asmanc趾 ΦQfwhatseemstobeashort監anof-zisstin

visible.
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14)】 ●皿註t盗gadg亜sa(璽h1こingiz-nibar6a

l5)b丑 だ〃2zb並k㎞ 働inambkatlγ 禦rq茸蓉buls〈a》r

16)nat註gsavan夢z海sか 裂ntata亨kalz廿 皿b垂zyma

17)bh額 血皿 禦q驚tavlaqbalur血6{inbidg・

18)quruγbo1㎜zun[]●qanudaqan一 乙aar肛P

l9)an乙aCW[】XN瓠gin伽lingtaqガ

20)nat凝1邑gsa▼barals翫bay則slanqo話 π

v1)加9註y[]●k6蹴9血{血}〔inganih

v2)bi丘gid<t》1皿zas注nくi》n

v3)tagznn

和 訳

Ol)〃 〃//〃 〃/〃 〃 〃///〃 〃 〃/〃 〃 〃〃 〃///〃/〃 〃//〃/〃 〃

02)私 た ちのかす かな言上(;御 手紙).

03)[遠 い 土地 よ り]近 い心 で,善 く考 える者(=善 友=友 人)が

04)〃 〃 〃 〃〃 〃 心 を熱 くし,親 愛 の情 を込めて,謹 んでお伺い を致 し

05)〃 〃 〃 〃//〃 あ なた は平穏 で しょうか.私 たち もこの手紙 を

06)書 い てい る時点 までは,無 事息 災であ ります.今(こ の)手 紙 で

07)で きるだけ多 くの言葉 を送 りま しょう.バ イ=ア ルス ラン尊長が

08)や っ て来 ま した.ど ん な[種 類の言葉(or用 件?)も]今 私 どもは全 て諒解

しました.

09)あ な た方が 「私 たちは 〃 〃〃 〃取 っ て(?)互 い に持 ち寄 ろう」と言 ってい

るそ うです ね.

10)あ な た方 〃 〃 〃〃 〃〃 〃〃 〃〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃〃 〃 持ち寄 る.

ll)チ ュル ク(ト ルコ)[語?の 諺?が]あ る:「 よい香料 の効 き目は燃 焼 〃 〃〃

12)〃 〃/〃 〃 〃 〃/の 名 前(or名 声)は 聞かれる.高 い山の

13)〃/〃 〃〃/〃 〃 〃//〃 〃 の霧 は現 われ る.」 以上 のように
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14)/〃///〃 〃/〃/〃 〃〃 どんなにか良いあなたのお考 えを全て

15)私 た
.ちは知 りま した.今 日より以後,あ る評判 の良い隊商 を見つ けた ら

16)如 何 な るあ なたのお言葉(orご 用 件?)で あ れ,そ の まま来 させ て下 さい.

私 たち も

17)与 え るで しょう(01支 払 い ましょう?).(今)隊 商が急いで 出立す るので,

手 紙 を

18)空(か ら)に は しません.〃 〃〃〃 どこか らどこへ(orど こ に どの よ うに?)

行 こ うと(orい よ うと)

19)そ の ように/〃 〃/〃 〃/〃 〃 〃〃///の 手 より(直 接 に)受 け取 りな さい .

さ らに

20)ど ん な[種 類 の言葉(or用 件)で も]も しあ れば,バ イ;ア ルス ラン尊長が

v1)持 っ てい くで しょう.〃 〃〃〃〃〃〃/〃 〃見せ てや りなさい .そ のために

v2)手 紙 を私た ちは送 りま した .無 事 に

v3)届 くべ し.

手 紙E[81TB65:5]

テ キ ス ト

00)【

Ol)

02)

く　エ

9axan。 …[ ●

]

]
くの

]血k崩 蓉kgng繰16t血n血t益g血 ユ血r+bj之mnastar

O3)xirzat6z髄n互t,δdkgng廿1iadgn+皿tiymiyir血(+m且

04)n慧t謹gyr陶 αr緬 ・註sapinadgiinyrli'qami〔9γ

05)… 溢i{1血t釜ghlipiirtingti6gh費sav辻1iltagin繭 匠+bセ

(8)F・ 曲i・tid・ ・eeTM・ ゴy…,A5吻 ・・試加 肋 。η げ σ'8ゐ。.〃 耽 伽'、 溺.一,一R。,,。,伽 。

∫o〃昭 伽 ηjc加 εα露ハ4α言e7`α`3α跨4皿 θ`rH'5重or諺cα置βαc丸8ro蹄 η4。一一。In:Mε η20か5ρ プ洗θFαcπ ∫リノ

げLθ 跡θr5,0∫ α肋 ση'vεr5'置y31/32,1991,p.92,n.105.

(9)Uigh皿 加… 置・・珈 ・ くP飢hi鋤 脚 ・ ・々'∂・ 厩 ∂ ・F・・give皿y、i。(、)!・,。 建,Zi。m。,

ル肱π'cん螂∫ch一漉7ゼ ∫c乃θ7セ認8,(BTT5),BerHn1975 ,pp.23-24,65-68,82.
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06)n蕊 亜k血善6t髄g6t邑n亘taginahm・sizhlgyma

O7)jn註uγulluγsavi血giz-lr翫sar

O8)】bi血gingセk㎞aynk荘 ～三血nkgng血1血mUz

O9)irt装yaΨ 耽ya▼'agar口 ・興 宜bitigbulup

lO)kgng髄1血m血z装dg髄bol宜kakangizmuntaγ

紛

恥

紛

均

紛

陶

恥

捌

動

鋤

鋤

鋤

鋤

駒

罰

絢

幼

28)並k薗

29)

30)t釜gin雌r+b

】tn塑 皿磁akba蓉antng血iirba鳶a

】YNK'taqinagOtig駐krgak

]klz雌n蓉nn齪 γi-dmang・6こn㎎n

】klsarahpi-dγaybiz・ol

ls6zlad㎞ar血s血khtg血nlnaz

】t吐 削bndngiz醐 ・narnan

]・M'Zsizmangaynayumubi丘9

jtゆiγuduγsouzbirsav

】・bidging血kldolsavbulsar

]●atun夏pna～ 三田【b皿ayinsiz血ga

]…誌蝕t雌kalozmi蓉barmu・

jrarkisiz・qa1症bizh19

]・セ 刈atapinmaq㎞z・muntakhp

】tψi血da～5iyo¢ ・t訓(qi直tapinur

]Nわ1欲r-dsardlakalgilltai㌔d血g

】Nn甜nbliik-hli-dmad皿zquduγ

】ada§皿zit-qaym甜k薦

kΩng棚ay㎞ 諺dUI+bセaninbidgi-d脱

]tn9直qo蓉tr」qa{ik並 蓉kΩng血16tnn亘

iz【]t-qaymankU営aytui-dur+mn
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和 訳

00)/〃/
.〃〃 〃/〃 〃//〃 〃 〃〃 〃〃/〃/〃 〃/〃 〃/〃 〃

01)シ ャーハー ン〃 〃〃 〃〃 が

02)/〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃//謹 んで言上 申 し上 げ ます .私 の罪 を

03)[赦 し賜 え.貴 殿]の 御心 は よろ しいですか .御 身体 は軽や かです か.

04)[い かが で]い らっ しゃいます か .お 元気 でい らっ しゃった ことを

05)[お 聞 き致 しま して]非 常 にお喜 び甲 し上 げてお ります .

06)[で き るだけ多 くの言上 を]私 た ちは申 し上 げ ましょう.あ なた様の

07)〃 〃//〃 〃 〃 いか に時宜 を得 たあなたのお言葉であれ

08)〃/〃 〃〃/〃 〃 〃〃 あ なたのお手紙が来 なか ったので
,私 た ちの気持 ちは

09)[先 ほ どまでは悪 か っ]た.(し か し)今 ,お 手紙 を見 て

10)〃/〃/[私 た ちの気持 ちは]よ くな りま した .あ なたの悪 感情(?)は

この ように

lr)〃/〃/〃 〃/〃 〃/聖 なる慕 閣 をは じめ とす るマニ僧 たち全 ては

12)〃 〃 〃 〃〃/〃 〃/〃 〃/〃/〃 〃 .ま た何か言 うべ き必要が

13)[あ れ ば]〃 〃 〃〃 〃(を)来 させ よ.沙 弥 を送 るな.消 すべ き

14)/〃 〃 〃〃 〃 〃〃/〃 来れば ,私 たちが取 って送 りましょう,そ れ

15)/〃/〃 〃〃/〃 〃/私 は言 っておいた .あ なたが信用 しない

16)〃/〃 〃/〃 〃〃 全 てあなたは知 っていたので しょうか .何 も

17)〃 〃 〃/〃 あなたが 〃〃〃 していないのは ,私 に偽 って(?)な の か.手 紙

18)/〃/〃 〃/〃 〃/〃 供養像 は見事 である ,一 つの用件

19)〃 〃 〃 〃/〃 〃/〃 〃 あ なたのお手紙が来 た.そ の用件 を見 れば

20)〃/〃 〃 〃〃 〃/し 続 けて(orに 滞 在 して) ,ど うにか して私 は知 りたい.

あ なたの方へ

21)/〃 〃 〃〃 〃〃/無 事 に脱 け出 した者 はい ますか .

22)〃 〃 〃〃 〃〃 〃〃 〃 です か,あ なたは .ど こに私たちの

23)/〃 〃/〃/〃 〃 〃/〃 たちに奉仕 した こと(が あるのか?) .こ ち らに来 て
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24)/〃/〃.〃/〃 〃/〃 〃 奉仕す る者 はいない.た だキ リだけが奉仕 す る

25)〃 〃 〃〃 〃/〃 〃/送 り物 を送るな 転 テ ィレックの手 にて送 れ.

26)〃 〃 〃〃〃/〃 〃/の ゆえに,そ の送 り物 を私たちは送 らなか った.ク トル グ

27)!〃 〃/〃 〃 〃〃 〃//〃 〃 私たちの友 人のイ トにも謹んで

28)[お 伺 い を]致 します.そ のため に(こ の)手 紙 を私 たちは送 りま した.

29)〃 〃 〃 〃/〃 〃〃/〃 〃/〃/〃 〃 〃 〃聖 なる尊長 に謹 んで言上

30)[申 し上げ ます.]〃 〃 〃〃 に も私 はお伺い します.

手 紙F[81TB65:6]

テ キ ス ト

Ol)]t装gz血qo蓉tr・quti血ga・ ・

く　の
02)Quluti'raymstmurwa蓉axan6

03)6t江9醜m亘z'

04)]is血 血騨u荘kO蓉kΩng荘16dinti

くロラ

05)t瓢gi皿 血r+b耽yazuqdabo蓉unu㎞ 蓉uxunqoludiginhr

,,》 ●9

06)biz[

07)

08)

09)

10)

ll)

12)

13)

レ ηnaStarXl1Za・tllgnqOStryma

]qo60ulugtatUrupkUn伽1…ikat'6z

ロ　ラ

1ル〃K'L'YWnatiig血 ご+mUdrki・biz

](T)YNCt註gin配r+biz。 鋤ti6tUg

]n註 雌k{i蓉6t肛96t雌n雌t証gin血

】・LWX6tngnm直z翫sararΦ 蓉sayu
ロの

]・tagirarici・z-yn'ya1γa韮 董一dtmz.

く　の
】avhlnzYWS'でR,血ag銭ytrpsaqn血rz

(10)CfF.W.K.M肛 皿er,Handsch㎡ten-Re鵬inEstrang.,H,pp.58,117.

(ll)α,BTr5,PP.29-36,81.

(12)Or]M'K:L'§W.

(13)Sogdianz-yガy``deposit,trust",cf.B.Ghadb,∫084如 ηD∫c加 ηαり㍉Tehmnl995,p.47L

(14)OrβW営'㈹.
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}(8)ti6abolti'(ya♪ra(t)sarbirsav

]rkΩng直1直lnUZ。irttiyaVizardsizni

]YYVIRhrdimz・antaγuγuliuγsavyma

]ZNY-D'髄nmadikgng直IUmtiz・adg旺boh

くユの

】・Kat'6z加 加P蝉P㎜

】ol・・【lantaysav-qaarqa

】M・T'Ksizing飢ags翫ki皿

]1KWTmdngbusavln'γbar6aa蓉ittmz

】iLdalim・tishrbiri～i血g雌 一kabir

】Ruこuzb(脚 忌一taahpi-dYaybセ

】●qayu御gakhnz-nis6zlagay

](K)bolsarsiZlarhrstirym琴

]・biZiπgdsiz一 血gbidgi

】・・●ZWNK● ・〃・biztipsallga

]・●・i-dm蓉mutipbitigikltiol

]〃ym註bitigi'一dtmz・sizuzqy-a

いの
]biring・b1潮 血nzbirqap'RP'Nqap

ロの
】耐～ligky-aqapol・olki蓉ika

]δtUn電 象tdgintiiru乙 ・

ロの
】i㎞蓉kgng血16伽Udig血i爵m

和 訳

01)〃 〃 〃 〃〃 〃〃 〃 〃1〃 〃 〃 〃1〃 〃 〃 届 くべ し,尊 長殿へ.

02)私 め ラーイマス ト=ム ルワー=シ ャーハー ンチ

(15)OrWRY1βWM1β 職Y.

(16)Or"P'N.IdonQtthinklhatitisaMongoHanwoKiα7わ 僻"1en".

(17)Or鳶 εぎ加9"yQ肛w漉".

(18)Or嬉8ゴ 伽z。
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03)「 の言 上(=手 紙).

04)〃 〃 〃 〃〃/〃/〃 〃〃//〃 〃 心 を熱 くし,親 愛 の情 を込 め,謹 んで言上

05)[申 し上げ ます].罪 よ り解放 されます よう,(神 の)お 許 しを懇願致 します.

06)〃 〃/〃 〃//〃/〃 〃/私 の罪 を赦 し賜 え.聖 な る尊長 も

07)/〃 〃!/〃 〃 〃 〃〃/〃 高 昌国 に滞 在 して,毎 日,御 自身

08)/〃 〃/〃/〃 〃 〃/〃 〃/〃/ど んな に平 和で ございま しょうか.私 たち

09)1〃 〃 〃〃 〃〃 〃/申 し上げ ます,私 た ちは.今,言 上

10)/〃 〃/〃 〃 で きるだけ多 くの言上 を私た ちは 甲し上げ ま しょう.

11)1〃 〃 〃〃 〃 〃/〃 私たちの言上が あれ ば,隊 商毎 に

12)〃 〃 〃〃 〃〃〃 〃 到着 してい ますか.預 けてあった物 を取 るため私た ちは

送 りました.

13)〃/〃 〃〃 〃1〃 〃 回 らない/〃 〃 〃 は生起 しないだろ うと私た ちは考 えま

した.

14)〃 〃/〃 〃 〃/〃 〃 ようにな った.も し準備(?)し て いれば,一 つの言葉

(or用 件?)

15)〃 〃 〃〃 〃 〃〃 〃 私たちの気 持ち は,先 ほ どまで は悪か った.あ なた を

16)〃 〃 〃 〃〃 私たちは 〃〃〃 してはいなかった.そ の ように時宜 を得た言葉

(or用 件?)も

17)〃 〃 〃 〃〃 より生起 しなかった.私 た ちの気持 ちは良 くなった.

18)〃 〃 〃 〃〃 〃 御 身体 を保 ち,そ の ように留 まり,

19)〃 〃1〃 〃 〃〃 〃/〃 〃1〃/そ の ような言葉 に対 し,支 持 を

20)/〃 〃/〃 〃〃 〃〃 〃 〃/〃/〃 あなたに届 けば,誰

21)〃 〃 〃 〃〃 〃〃〃 す るな.こ れ らの言葉(or諸 用 件?)を 全 て私たちは

聞きま した.

22)〃 〃 〃〃〃〃 〃私 たちは送 りましょう」と言 うな らば,一 つの飲 ませ るべ き

ものに一 つ

23)〃 〃 〃 〃 〃〃 安 くなった時 に私 たちが 買って送 るで しょう.
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v1)/〃 〃/〃 〃 〃 何 らかの私た ちの苦労 を話す で しょう.

v2)〃 〃 〃〃 〃〃 なれば(orあ れ ば?),あ なたたちであれば(orが い れば?),

ま た

v3)/〃 〃/〃 〃 〃〃 〃〃 〃/〃 私 たちにあなたのお手紙

v4)/〃/〃 〃〃/〃 〃/〃/し な さい.私 たちは/〃 〃/〃 」とい って,お 前 に

v5)〃 〃 〃 〃〃 〃〃 送 ったのか」とい って手紙が来た.そ の

v6)/〃 〃/〃/〃 〃 〃〃/ま た私 たちは手紙 を送った.あ な たはうま く

v7)/〃 〃 〃〃〃〃 与 えなさい(or支 払 いな さい?).私 た ちの送 り物 は,一 袋の

//〃 〃 袋

v8)/〃 〃/〃 〃/〃 〃/と て も小 さい袋で ある.そ れを皆 さんに(orそ れ を

あ なたの妻?)

v9)/〃 〃 〃 〃//〃 〃 〃/〃 〃 私たちは言上致 しま した.

vlO)〃 〃 〃 〃〃 〃〃/〃//〃/私 は謹 んで言上 申 し上 げ ます.

手 紙G[81TB65:7]

テ キ ス ト

Ol)in6Uta蓉qo蓉trquti'ngaqutluγdgin【

02)in6+m旺 翫ki・bizymay皿qikΩ1肛kbhla[

ほの
03)yangiqaba忌6gak翫 血1ga懐gdmz・onyangiqa[

く　の
04)一qak66Upbardmz・

和 訳

01)イ ンチュ=タ シュ尊長殿へ.ク トルグ王子 〃〃//〃 〃〃〃〃/[あ なた様 は]

02)平 安 で ござい ますか 。私たち も家畜群,荷 駄獣 と共 に 〃〃/〃 〃〃 〃〃/〃

03)日 に,私 たち はバシュ=オ ゲ(orパ ル ス=オ ング?)城 市 に到着 しま した.

(19)Orわr5δ η8"tiger-mother'.

(20)OnecanalsoIeadん δr露P1た δπ躍pins爬adof陀 δδ泌μ
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十日に〃〃〃〃〃〃〃

04)へ と遊牧 しつつ(o∫偵察しながら?),私 たちは出発 しました.

手 紙H[81TB65:8]

テ キ ス ト

01)

02)

]益s盃ng雌m並z69荘m雌Zt雌z血 重ngr㎞trqa11

】●0γlan-lar-qa面 蓉kΩng血laytU

(21)

03)温 眠rbizyztanastarxkz6gUm旺ztng血1trqa11

04)

05)

06)

07)

]`ハりmuolilqutalmi蓉kaliptngrim一 血9

(22)(23)

]maqka1皿tidi・"TXWRqantimzil・

]…mang-larbiliiki'一duumadi'mi"z

く　の

]bitigf-dtinrt'z

和 訳

01)/〃 〃 〃 ノ私 たちか らの[お 手紙].私 た ちの母で あるテユズ ユ ン=

テ ングリム=タ ルカ ン

02)[様 に]〃 〃 〃/〃 〃〃 〃/〃 〃 御子息 たちに謹 んでお伺 いを

03)[致 し ます.]「 神 々よ,(私 の)罪 を許 し給 え!」(or神 々=選 ばれ し者 たち

ニマニ僧 たちの罪 を許 され よ!)私 たちの母テ ング リム=タ ル カン

04)〃 〃 〃 〃〃 〃 〃 か。イル=ク タル ミシュが来 て,テ ング リムの

05)〃 〃 〃 〃/〃 〃1マ クは来なかった.〃 〃 〃〃 私 たちは満足 した.イ ル

(21)Uighuryz∫ απα甜αrxjrzα<Pa曲ianyα 忽 伽 ゐ∫畝ア海rz∂,cf.BTT5,pp.29-30,66,90.Onthe

む㎜sladonseeSunde皿a㎜apudlわ14.Ontheo由erhand,Yoshidaisoftheopi皿ion血a田1is

expressionishomonymouswithano電herIecu血gcombilla恒on7η ω ηα吻 π ∫rzα"Fo㎎ivemy

s㎞s!",andthatyで のz該伽 α5砿 アκ'rzαshouldbe爬nderedas``OGods!Forgive(my)shls!",

al血oughg処mma匠ca1㎞eguladties爬 血ainunexplah】ed,

(22)Or)【W営TR(?)=go営 か(?).

(23)Orgor麗 η〃2z(?).

(24)Or童=4麗r+磁 馳.

(177)



06)〃 〃 〃〃 〃(あ なたたち には)〃 〃 ノ〃/し ないで もらいたい.送 り物 を送 る

こ とが私た ちは出来 なか った.

07)/〃/〃 〃〃 〃[そ れゆ えに](こ の)手 紙 を私 たちは送 りま した .

補 注

手 紙Cに つ いて:27行 目 に見 える'ysyk'δkwtwtwγ'wyk'(=isig記g侃otoq

6ga)と い う人物 は,ト ゥル ファン出土のい わゆ る第一棒杭文書,15行 目 に現わ

れ るイル=オ ゲ シ(el6gasi)即 ち宰相 の位 にあったイシ ック=エ ドゥギュ=ト

トク=オ ゲ=エ ル=カ ヤ(isig註dg批otoq6gaelqaya)と 同 じ名称 を持 っている.

F.W.K.M皿er,"ZweiPfahhnschdftenausdenTulfal血nden."(肋 肋 雇1槻86η6θr

Prθ礁5∫∫ch8π〆伽4θ 〃3∫θ4θrW臨 ∫θπ∫chρ吻 η,PhiL-hisしKlasse,1915-3,38p.,+1p1.)に

よ って 有名 となった ウイ グル語 の第一棒杭 文書 と第三棒杭 文書 について は,

2001年 に発表 され る予定の拙稿"UighurBuddhistS櫨eInsc加dons丘omTurεan"

で詳 しく読 み直すので,こ こで は詳説 を避 けるが ,私 はエル=カ ヤのみが純粋

の個 人名であ り,そ の前 に来 るイシ ック=エ ドゥギュ 霜 トトク=オ ゲ はイル

=オ ゲ シとは別の カテゴ リーの称号で はないか と考 えている
.い ず れにせ よ,

両 者が 同時代 の西 ウイグル王 国で活躍 した重要 人物 であるこ とは間違 いないと

ころで,同 一人物で ある可能性 も十二 分にある と言 えよう.[森 安]

手 紙Hに ついて:t賎z"mngl㎞ と 登qanと の 問 にqu血gaが な いので,こ こで

切 れるので はな く,テ ユズ ユ ン 冨テ ングリム=タ'ル カ ン と続いてお り,そ の

直後 ない し1単 語 を挟 んでq面ngaが あ った と考 えた.こ の読 みが正 しければ,

こ れまで男性 に しか使 われない と考 え られて きた称号の タルカンが ,高 位 の女

性 に も使われ ることを示す実例 となる.[森 安]
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